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② 事業名 

アイススラリーによる睡眠環境の改善 

 

③ 事業の目的 

日本人の睡眠は、危機的な状況になってきている。経済協力開発機構（OECD）の国際比較

調査によると加盟国の中でいちばん短く、アメリカ、フランス、イギリスなど欧米先進諸国

と比べても 1 時間ほど短い睡眠不足状態が続いている。成人で必要な睡眠時間の限度は、6

時間であり、少ない睡眠時間の増加によって、様々な障害が起きることが知られている。例

えば、集中力、注意力の低下、うつ病のリスク、高血圧の発症リスクなど、健康障害から仕

事中、運転中のミスや事故のヒューマンエラーにまで関与してくる。したがって、睡眠を改

善することは日中のパフォーマンスの向上につながる。 

 

④ 事業実績・研究成果（具体的に） 

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言もあり、本研究は、人体測定を前提としており、測

定評価のためのデータ収集が困難であった。酷暑対策としてアイススラリーの効果に関す

る研究の応用として、睡眠前にアイススラリー導入を検討した（倫理委員会 H2020-1）。コ

ロナ禍であり、研究協力者の自室での測定であり、感染症の安全対策は十分に行えた。しか

し、機材の扱い方が不十分な場合があり、リモートでのデータ収集は、十分な訓練をしてい

ない研究協力者にとって厳しい状況であった。夏期の酷暑時期において、全体で 300 日程 

度の睡眠回数からおよそ 100 日分のデータを得られた。アイススラリーを睡眠前に摂取し

た場合と、アイススラリーを摂取しないで睡眠をとった日の比較検討を行った。およそ、24

度以上の室温であれば、睡眠改善につながる可能性を見出した。 

 

⑤ 研究成果の発表・活用（学会発表・論文掲載・地域連携・産学連携など） 
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⑤ 今後の展開・継続性について 

データの信頼性を向上させるため、令和３年度の夏期も本事業で整備したセンサーを用い

て引き続きアイススラリーを用いた睡眠環境の改善に関わる測定評価を実施する。 
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